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令和２年６月２９日 

 

福津市議会 

議長  江 上 隆 行 様 

 

総務文教委員会 

委員長 戸 田 進 一 

 

総務文教委員会審査報告書 

 

令和２年第３回福津市議会定例会において、本委員会に付託を受けておりました事件に

ついての審査結果を、会議規則第１１０条の規定により次のとおり報告いたします。 

 

記 

 

１．審査経過 

付託年月日   令和２年６月１６日 

審査年月日   令和２年６月２３日 

 

２．出 席 者 

委 員  戸田委員長、榎本副委員長、八尋委員、田中委員、下山委員、椛村委員 

 

執行部  本夛総務部長、榊教育部長、赤間総務課長、大庭契約管財課長、宮原教

育総務課長、永島監査事務局長、竜口契約管財課契約検査係長、大峰教

育総務課教育施設係長、鈴木教育総務課教育施設係主査 

 

◎議案第２９号 福津市固定資産評価審査委員会条例及び福津市行政不服審査関係手数料

条例を改正することについて 

（１）審査内容 

主な質疑及び答弁 

（問）なし。 

（答）なし。 

（２）主な意見 

本条例改定の理由となっているデジタル手続法は、デジタル機器を使いこなすことが

困難な高齢者や障がい者などの場合、利便性の後退が懸念される。通知カードの廃止は、

多くの市民が必要と感じていないと思われるマイナンバーカードの移行促進策であり、

問題があると考え反対とする。 
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（３）審査結果 

  本委員会では、賛成多数により原案のとおり可決すべきものと決定した。 

 

◎議案第３３号 工事請負契約を締結することについて（福間中学校改築工事） 

（１）審査内容 

主な質疑及び答弁 

（問）落札業者の過去の違法建築問題がマスコミで報道されているが、今後このことに

ついて処分等が下った場合、本工事への影響はないか。 

（答）処分が下ったとしても、契約解除は行われず契約にそって工事は進捗するので、

影響はない。 

 

（問）市民の不信や不安に対してどのように対処するのか。 

（答）建設工事における施工管理をきちんと実施し情報発信をしていくとともに、保護

者から不安等の話が出れば、真摯に対応していく。 

 

（問）工事期間の生徒に対する配慮についての考えは。 

（答）法令にそった粉塵・防音対策の実施とともに、学校の状況を聞きながら対応して

いく。 

（２）主な意見 

なし 

（３）審査結果 

本委員会では、全員賛成により原案のとおり可決すべきものと決定した。 

 


